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50年の時を超え
再生

" 豊かさ " をみんなで育む　市民力都市・三豊

（仁尾町松賀屋）
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平
均
年
齢
38
歳
の
5
人
で
構
成
さ
れ
る
一
般
社
団

法
人
「
誇ほ

こ
り

」
の
皆
さ
ん
。
若
い
力
が
集
ま
り
、
仁
尾

の
町
並
み
を
か
つ
て
繁
栄
し
て
い
た
時
代
の
よ
う
な

活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
に
し
よ
う
と
、
力
を
尽
く
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
50
年
近
く
空
き
家
に
な
っ
て
い
た

松
賀
屋
を
再
生
。
こ
の
場
所
が
、
市
の
観
光
の
一
つ

の
拠
点
に
な
る
と
同
時
に
、
こ
こ
に
人
が
集
う
こ
と

で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
場
所
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
暮
ら
す
人
、
こ
こ
に

来
る
人
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
。
何
十
年
後
も
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

表 紙

避難は徒歩で
地震が発生したときは、消
防車や救急車、物資輸送車な
どの緊急車両の通行を確保
することが大切です。
みんなが車を使って避難
すると、緊急車両や避難する
人の邪魔になり、混乱しま
す。山間部など、どうしても
車で避難しなければならな
い場合を除き、徒歩で避難す
るようにしましょう。

's Lesson ⑧'s Lesson ⑧

三豊市の人口 ※平成26年10月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 23,321 世帯（-17） 総人口 66,162 人（-83） 男 31,513 人（-51） 女 34,649 人（-32）

緊急地震速報が放送されたその時！
の対応を学びます。

先手の防災みとよんと学ぶ 

な
す

む
か
し
む
か
し
、

荘
内
半
島
に
浦
島
太
郎
が

住
ん
で
い
ま
し
た

太
郎
は
亀
に
乗
っ
て
・
・
・

浦
島
伝
説
の
里
に

水
族
館
を
夢
見
て

誇のメンバー　左から今川宗一郎さん、浪越弘
行さん、三野秀樹さん
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水
族
館

うどん県の新たな観光拠点へ

9
月
26
日
、
横
山
市
長
は
、
記
者
懇
談
会
の
席

で
、
詫
間
町
内
に
あ
る
造
船
所
跡
地
を
取
得

し
、
危
惧
さ
れ
て
い
た
防
潮
対
策
を
図
る
と
と
も
に
、

民
間
企
業
に
よ
る
水
族
館
の
誘
致
を
進
め
る
計
画
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

横
山
市
長
は
記
者
懇
談

会
の
席
で
、
水
族
館
建
設

は
、
ま
だ
最
有
力
候
補
に

留
ま
る
こ
と
を
強
調
し
た

う
え
で
、
次
の
よ
う
に
説

明
報
告
し
ま
し
た
。

「
も
し
水
族
館
が
三
豊

市
に
で
き
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
市
と
い
う
狭
い
範
囲

の
も
の
で
は
な
く
、
う
ど

ん
県
レ
ベ
ル
、
瀬
戸
内
海

レ
ベ
ル
の
観
光
の
一
拠
点

と
し
て
と
ら
え
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
建
設
予
定

地
は
広
島
県
福
山
市
な
ど

か
ら
船
で
行
き
来
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
の
で
、

将
来
的
に
は
海
か
ら
の
移

動
も
可
能
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
瀬
戸
内
海
レ

ベ
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

水
族
館
に
つ
い
て
は
、

世
界
中
で
こ
こ
だ
け
の
水

族
館
に
な
る
と
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
で
経
験
し
た
の
は
、

来
る
人
が
ポ
イ
ン
ト
主
義

だ
と
い
う
こ
と
。
水
族
館

だ
け
と
い
う
の
で
は
な
く
、

こ
の
場
所
を
拠
点
に
、
ま

わ
り
と
一
体
と
な
っ
て
皆

さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
を

提
供
し
、
エ
リ
ア
で
の
観

光
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
う
ど
ん
県
の

中
に
組
み
込
ん
で
い
た
だ

い
て
、
県
内
の
い
ろ
ん
な

力
と
連
携
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

う
ま
く
い
け
ば
県
で
の

滞
在
時
間
も
長
く
な
り
、

観
光
が
新
し
い
地
域
づ
く

り
に
な
る
と
期
待
し
ま
す
。

国
が
今
推
し
進
め
て
い

る
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
に

な
る
よ
う
に
、
県
を
あ
げ

て
み
ん
な
で
拠
点
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

市
で
は
今
後
、
規
模
や

内
容
な
ど
に
つ
い
て
具
体

的
な
協
議
を
重
ね
、
建
設

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

9 月 26 日、記者懇談会の席で、水族館の建設実現に向けた思いを記者に話す横山市長

たくまシーマックス
（スポーツジム）

宮ノ下港

取得用地

さぬき浜街道

マリンウェーブ
（文化会館）

詫間庁舎

今
回
取
得
し
た
の
は
、

さ
ぬ
き
浜
街
道
沿
い
に
位

置
す
る
広
さ
2
・
4
ha
の

土
地
。
詫
間
港
に
面
し
、

護
岸
整
備
が
施
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
市
で
は

早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
、
土
地
取
得

の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
6
月
の
定
例
議
会
に

取
得
費
1
億
円
を
盛
り
込

ん
だ
補
正
予
算
案
を
、
9

月
議
会
で
土
地
の
取
得
に

関
す
る
議
案
を
提
案
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
が
交
渉
を
重
ね
て
き

た
の
は
、
水
槽
用
ア
ク
リ

ル
パ
ネ
ル
の
世
界
的
メ
ー

カ
ー
、
日
プ
ラ
株
式
会
社

（
三
木
町
）。
瀬
戸
内
海
に

生
息
す
る
生
き
物
の
保
護
、

育
成
を
目
的
と
し
た
水
族

館
の
誘
致
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
同

社
は
、
世
界
50
数
カ
国
に

納
品
実
績
が
あ
り
、
日
本

で
は
海
遊
館
（
大
阪
）
や

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
で
製

品
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

圧
倒
的
な
品
質
の
良
さ

は
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
海

外
に
も
認
め
ら
れ
、
水
族

館
用
大
型
ア
ク
リ
ル
板
の

製
造
で
は
、
世
界
の
約
7

割
を
占
め
る
、
香
川
県
が

誇
る
世
界
一
の
企
業
で
す
。

特集 守るために 変える

誘
致
へ

を
開
始

協
議



粟島 姫
路

金
輪
の
鼻

紫
雲
出
山

仁
老
浜

生
里

鴨
之
越

積

箱

糸
ノ
越

亀
戎
社

室
浜

上
天

浦島伝説の里
荘内半島

太郎が
生まれた里

玉手箱から紫の雲が
たなびいた山

玉手箱を片手に

生里

紫雲出山

鴨之越の浜

箱

亀を助けた

玉手箱を開け
太郎が眠る地

水族館誘致
候補地

観光協会では、荘内半島に残る浦島伝説を
一冊のガイドブックにしました。このガイド
ブックには、伝説スポットが一目でわかる地
図や荘内半島の見所、美味しいお店が掲載。
あなたも情報の玉手箱を持って、あなたの目
で伝説を確かめてみてください。

▲

問い合わせ　観光協会　☎ 56－5880

腰掛けると腰掛けると
幸せになれる幸せになれる
常世亀常世亀

荘
内
半
島
に
は
浦
島
伝
説
に
ち
な

ん
だ
地
名
が
多
く
、伝
説
が「
実
話
」

と
し
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。

生
里（
な
ま
り
）

浦
島
太
郎
が
生
ま
れ
た
里
。
そ
の
地

区
の
新
屋（
現
在
の
新
田
家
）と
い
う

古
く
か
ら
あ
る
家
に
伝
わ
る
古
文
書

の
中
に「
先
祖
が
浦
島
屋
敷
に
家
を
建

て
た
」と
い
う
一
文
が
あ
る
そ
う
で
す
。

鴨
之
越（
か
も
の
こ
し
）

太
郎
が
亀
を
助
け
た
浜
辺
。
沖
に
は

引
き
潮
に
な
る
と
地
続
き
に
な
る
丸

山
島
が
あ
り
、潮
干
狩
り
も
で
き
ま
す
。

丸
山
島
の
海
辺
に
は
、浦
島
神
社
が
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い
夕
景
に

出
会
え
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

箱（
は
こ
）

太
郎
が
玉
手
箱
を
開
け
た
場
所
。箱
浦

ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
横
の「
浦
島
公
園
」

に
は
太
郎
の
墓
が
あ
り
、太
郎
が
亡
く

な
っ
た
地
と
し
て
記
念
碑
も
建
っ
て

い
ま
す
。
太
郎
の
墓
は
お
団
子
み
た

い
に
重
ね
ら
れ
た
石
で
、記
念
碑
の
後

ろ
に
太
郎
と
父
母
の
墓
が
仲
良
く
三

つ
並
ん
で
い
す
。箱
崎
の
釣
り
場
に
は
、

太
郎
が
よ
く
釣
り
を
し
て
、竜
宮
に
旅

立
っ
た「
ど
ん
が
め
石
」も
あ
り
ま
す

が
、満
潮
時
に
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、荘
内
半
島
を
訪
れ
る
人
の
幸
せ

を
願
う
常
世
亀（
と
こ
よ
が
め
）も
平

成
25
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
腰
掛

け
る
と
幸
せ
に
な
れ
る
」と
い
う
新
名

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
亀
の
視
線
の

先
に
竜
宮
城
が
あ
る
と
か
。

積（
つ
む
）　　
　

 

太
郎
が
竜
宮
城
か
ら
宝
物
を
積
ん
で

帰
り
着
い
た
と
さ
れ
る
場
所
。

糸
ノ
越（
い
と
の
こ
し
） 

太
郎
が
毎
日
室
浜
ま
で
釣
り
に
通
い
、

休
憩
し
た
石「
腰
掛
石
」も
あ
り
ま
す
。

室
浜（
む
ろ
は
ま
） 

太
郎
が
若
さ
を
失
わ
な
い
ま
ま
、し
ば

ら
く
暮
ら
し
た
場
所
。
不
老
の
浜「
不

老
浜（
ぶ
ろ
ま
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

紫
雲
出
山（
し
う
で
や
ま
）

玉
手
箱
か
ら
立
ち
上
っ
た
白
煙
が
、紫

色
の
雲
に
な
っ
て
た
な
び
い
た
山
。

荘
内
半
島
の
中
央
に
そ
び
え
る
標
高

3
5
2
m
の
こ
の
山
に
は
、高
地
性

集
落
の
遺
跡
群
が
あ
り
ま
す
。
山
頂

は
瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る
県
内
屈

指
の
美
観
ス
ポ
ッ
ト
。
紫
雲
出
山
遺

跡
館
か
ら
も
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
な
景

色
が
楽
し
め
ま
す
。

仁
老
浜（
に
ろ
は
ま
）

玉
手
箱
を
あ
け
、白
髪
の
老
翁
に
な
っ

た
太
郎
が
、母
の
里
で
余
生
を
送
っ
た

の
で
、仁
義
深
い
老
人
の
浜
と
し
て
こ

の
名
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

金
輪
の
鼻（
か
な
わ
の
は
な
）

荘
内
半
島
に
伝
わ
る
お
話
で
は
、竜
宮

城
か
ら
乙
姫
さ
ま
が
こ
の
地
ま
で
太

郎
を
送
っ
て
き
た
、と
さ
れ
て
い
ま
す
。

別
れ
を
惜
し
ん
で
手
を
取
り
合
っ
た

時
に
、姫
が
腕
輪
を
落
と
し
た
場
所
が

「
金
輪
の
鼻
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

粟
島
の
姫
路（
ひ
め
じ
）

太
郎
を
送
り
届
け
た
乙
姫
さ
ま
が
、潮

流
の
関
係
で
一
時
と
ど
ま
り
、帰
れ
る

潮
目
に
な
る
ま
で
潮
待
ち
を
し
た
と

さ
れ
る
場
所
で
す
。

粟
島
の
亀
戎
社（
か
め
え
び
す
し
ゃ
）

太
郎
を
竜
宮
城
へ
運
ん
だ
亀
の
死
骸

が
流
れ
着
き
、太
郎
が
丁
重
に
葬
っ
た

場
所
で
す
。
不
老
と
な
っ
た
太
郎
は

亀
の
死
を
確
認
す
る
と
、乙
姫
と
の
再

会
も
断
た
れ
た
と
失
望
し
て
玉
手
箱

を
開
け
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

上
天（
じ
ょ
う
て
ん
）

紫
雲
出
山
の
中
腹
に
あ
り
、太
郎
の
御

霊
が
こ
こ
か
ら
昇
天
し
た
と
さ
れ
る

場
所
。太
郎
の
霊
は
鶴
に
な
り
、亀（
乙

姫
さ
ま
）の
も
と
へ
帰
っ
て
行
っ
た
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
紫
雲
出
山
の

山
上
に
も
太
郎
の
霊
を
ま
つ
る
竜
王

社
が
あ
り
ま
す
。

特集 守るために 変える
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観光を考える

観
光
が
地
域
を
救
う

平
成
25
年
に
行
っ
た
三
豊
市

観
光
入
込
客
数
等
調
査
に
よ
る

と
、
本
市
へ
の
観
光
入
込
客
数

は
平
成
21
度
年
か
ら
毎
年
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
外
か

ら
来
た
お
客
さ
ん
が
「
ぜ
ひ
来

た
い
」
と
感
じ
る
割
合
は
50
％

以
下
で
す
（
グ
ラ
フ
①
）。

お
客
さ
ん
が
市
内
で
使
う
金

額
も
交
通
費
、
土
産
代
、
飲
食

費
な
ど
、
い
ず
れ
も
5
0
0
円

以
内
が
最
も
多
く
、
観
光
が
産

業
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が

観光基本計画策定検討委員に聞く

今あるものを知り
共有するところから

小さいころから
地域を愛する心を育てる

真鍋有紀子さん
富士建設（株）

大西正人さん
（株）Giallo

自分たちが楽しむ
ことが魅力を伝える
ことに

大河内博子さん
カシアボニータ

検討委員会が、観光の情報を、
ヒト・モノ・場所にかかわらず、
集約・発信できる「プラットフ
ォーム」になれれば良いと思っ
ています。地域のいろいろな人
が取り組んでいることについて
学び、情報を共有することで、
お互いの活動を尊重しながらも
重複することなく、力を貸し合
える仕組みができると思います
し、そこから新たな魅力の生ま
れる可能性も見えてくると思い
ます。
観光産業を頑張るのは、「３
０年後も三豊市が元気なまちで
あるため」と、山田先生がお話
しの中で言われていました。そ
のことを忘れないように取り組
んでいきたいと思います。
私は観光ではなく、建設の仕
事に携わっていますが、建設業
の喜びは、建築を通じて、お客
様が夢を叶えていく過程に寄り
添えること。まちが活性化する
ことでも、夢が叶ったり、幸せ
になる人が生まれてくるはずで
す。そのための活動ができれば
と思っています。

訪れた皆さんが市内で使う金
額は 500 円以内が一番多いと
いうデータをこの会で知りびっ
くりしました。勉強になります
ね。
委員会は若い世代が中心。一
人ひとりが主張しながらも皆で
協力していくのが上手といわれ
ている世代で、これからの地域
を考えるいい組織になると思い
ます。
私自身、店をしていて感じる
のは、人も人を呼ぶ要因のひと
つ。友達のように距離なく話せ
る間柄は特別な気持ちになるよ
うで、「あなたに会いに来たの
よ」とお客様が何度も店を訪れ
てくれます。観光も人の魅力が
ミックスされて輝きが増すのだ
と思います。最近、市外の人に
「なんだか、三豊がおもしろそ
う」と、よく言われます。きっ
と、それは三豊市の皆さんが楽
しそうだから。その楽しい雰囲
気が市外の人にも伝わって、「な
んだかわからないけれど楽しそ
うだから行ってみよう」という
ことになっているのではないで
しょうか。
まずは市民の皆さんが三豊市
の魅力に気づき、それを楽しむ
ことが観光客を惹きつけるいい
効果を生むと感じます。

委員会では職業や立場を超え
てメンバーがアイデアを持ち寄
り具体的なアクションプランへ
繋げようと奮闘しています。三
豊市が観光を総合産業として育
てていくうえで、重要なのは「ヒ
ト」だと考え、一見「観光」と
は縁遠いと思われる「教育」と
いう切り口で提言しています。
私の友人が言っていましたが、
義務教育の中の授業に「祭り」
という科目を入れるのも、面白
いと思います。小さい時の良い
思い出こそが、大人になってか
らの故郷を思う気持ちや、地域
の事を考える源になると思って
います。外の世界に飛び込み挑
戦して得る経験はやはり人を大
きくすると思います。成長した
人が三豊に帰ってきやすい、ま
た離れていても貢献してくれる
環境を創ることも、市の成長発
展につながる気がします。外か
ら三豊を見ると住んでいる人が
気付いていない、十分武器にな
るものがまだまだたくさん。こ
の委員会を通して、地元にいる
からこそ分かる意見と合わせ
ることで、新たな発見につなげ、
故郷に貢献できたらと思ってい
ます。

現
状
で
す
。

い
か
に
し
て
観
光
客
に
市
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
の
か
。

再
び
訪
れ
て
も
ら
う
の
か
。
観

光
を
産
業
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。市

民
力
で
考
え
る
観
光

こ
の
現
状
を
受
け
、
市
で
は

観
光
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

計
画
を
作
る
策
定
検
討
委
員

は
、
三
豊
の
最
前
線
で
活
躍
す

る
若
手
事
業
者
25
人
。
観
光
カ

リ
ス
マ
の
山
田
桂
一
郎
さ
ん
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
実
際

に
地
域
で
活
動
す
る
事
業
者
た

ち
が
、
三
豊
の
観
光
を
変
え
て

い
こ
う
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
の
3
人
の

委
員
に
意
気
込
み
を
聞
き
ま
し

た
。

市
外
の
方
に
聞
い
た
再
訪
意
向

ぜひ来たい
48.2%

機会があれば
また来たい

44.6%

どちらでもない
6.2%

どちらかと言えば
来たくない0.3%

来たくない
0.6%

観光カリスマ 山田桂一郎さん
ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表
内閣府・国土交通省・農林水産省認定「観光カリスマ」
総務省認定「地域力創造アドバイザー」

1965 年生まれ
1992 年　ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ（日本語インフォメ
　　　　 ーションセンター設立）
2004 年　特定非営利活動法人日本エコツーリズム
　　　　 協会理事
2004 年　まちづくり観光研究所主席研究員
2005 年　内閣府、国土交通省、農林水産省「観光カ
　　　　 リスマ百選」認定

グ
ラ
フ
①

少
子
高
齢
化
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
。
三
豊
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
の
人
口
は
過
去
30
年
間
で
約
1
万
人
減
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
今
後
30
年

間
で
さ
ら
に
約
2
万
人
減
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
が
減
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
地
域

の
力
が
落
ち
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
、
三
豊

市
を
訪
れ
る
観
光
者
な
ど
の
交
流
人
口
を
い
か
に
増
や
す
か

が
、
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
な
ぜ
観
光
か

特集 守るために 変える
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守
る
た
め
に

変
え
る

三豊市の魅力を見直したり、潜在力を引き出したりし、主
体的に人を呼ぶ仕組みづくりに取り組み、地域を活性化さ
せようとしている皆さんを 4ページにわたり、紹介します。

  「
誇ほ

こ
り

」立
ち
上
げ
る

松
賀
屋
を
蘇
ら
せ
、
そ
こ
を

中
心
に
仁
尾
の
町
並
み
を
再
生

し
、
観
光
の
一
つ
の
拠
点
を
築

こ
う
と
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
を
主
と
し

て
活
動
す
る
「
仁
尾
ま
ち
な
み

創
造
協
議
会
」。
そ
の
中
の
5

人
が
2
0
1
4
年
2
月
、
一
般

社
団
法
人
「
誇
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

 

再
び
命
が

 

吹
き
込
ま
れ
た

 

松
賀
屋　
　

「
明
治
時
代
に
建
築
さ
れ
、

50
年
間
空
き
家
だ
っ
た
の
に
、

あ
ま
り
ず
れ
が
な
く
、
プ
ロ
が

見
て
も
建
材
や
建
て
方
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
建
物
。
国
内
だ

け
で
は
な
く
世
界
中
の
人
に
、

こ
の
も
の
の
良
さ
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。」
と
一

般
社
団
法
人
「
誇
」
の
代
表
理

事　

浪
越
弘
行
さ
ん
（
37
）。

今
年
の
仁
尾
八
朔
人
形
ま
つ

り
で
は
、「
誇
」
と
し
て
初
め

て
松
賀
屋
を
公
開
し
ま
し
た
。

「
入
場
料
を
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回

る
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
用

意
し
て
い
た
3
日
分
の
ウ
ェ
ル

カ
ム
ド
リ
ン
ク
が
1
日
で
な
く

な
っ
て
し
ま
い
大
慌
て
し
た
ほ

ど
。
で
も
嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た

ね
。『
松
賀
屋
が
開
く
と
聞
い

て
来
ま
し
た
』
と
い
う
市
外
か

ら
の
お
客
さ
ん
も
多
く
、
正
直

思
っ
て
い
た
以
上
の
松
賀
屋
の

ブ
ラ
ン
ド
力
や
歴
史
に
ズ
シ
ン

と
き
ま
し
た
。

期
間
中
、
華
道
展
や
写
真
展

を
展
開
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
お
華
の
世
界
観
を
古
民

家
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
家
も

生
か
さ
れ
、
と
て
も
い
い
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
だ
わ
り
の
あ
る
精

神
が
松
賀
屋
と
マ
ッ
チ
し
、
生

き
返
っ
た
松
賀
屋
の
姿
を
た
く

さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。

『
入
っ
た
瞬
間
に
、
そ
の
む

か
し
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、

出
る
と
き
に
、
現
実
に
戻
る
気

が
し
ま
す
』
と
い
う
コ
メ
ン
ト

を
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
を
入
れ

て
い
な
い
経
年
の
美
が
あ
る
か

ら
こ
そ
生
み
出
せ
る
空
気
感
が

あ
り
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
日

本
で
も
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
な
ん
て
い
う
ん

で
す
か
ね
、
昭
和
の
に
お
い
と

い
う
か
（
笑
）。
人
と
の
距
離

が
近
く
な
る
気
が
し
ま
す
。
改

め
て
、
あ
き
ら
め
ず
に
い
ろ
ん

な
人
に
会
っ
て
協
力
を
求
め
、

松
賀
屋
を
再
生
し
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
ね
。」

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
特
に
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

3
日
か
け
て
松
賀
屋
の
掃
除
を

し
た
と
き
の
こ
と
。
仁
尾
の
皆

さ
ん
が
足
を
運
ん
で
一
緒
に
掃

除
を
し
て
く
れ
て
、
親
身
に
な

っ
て
松
賀
屋
を
考
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た

ね
。『
こ
の
床
、
う
ち
の
じ
い

ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
も
の
や
』
と

か
『
子
ど
も
の
時
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
来
て
こ
の
壁
貼
っ
た

〜
』
な
ど
と
い
う
声
も
聞
け
ま

し
た
。
時
代
を
超
え
て
、
点
と

点
が
つ
な
が
り
、
ま
た
こ
こ
を

中
心
に
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
始
ま
る
こ
と
を
目
の
あ
た
り

に
し
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

先
日
外
国
人
が
仁
尾
を
め
ぐ

る
ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
松
賀
屋
を
大
変
気

に
入
っ
て
く
れ
、
外
国
人
も
古

民
家
に
興
味
を
持
つ
ん
だ
な
〜

と
、
新
た
な
発
見
で
し
た
。
町

並
み
に
魅
せ
ら
れ
こ
こ
に
住
み

た
い
と
い
う
人
も
い
た
そ
う
で

す
。
荘
内
半
島
は
外
国
人
に
と

っ
て
も
、
と
て
も
魅
力
を
感
じ

る
場
所
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
こ
う
い
っ
た
皆
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
ま
ち
づ
く
り

が
大
切
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
感
じ
ま
す
。

今
、『
観
光
を
産
業
に
』
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
業
は
ゴ

ー
ル
で
は
な
い
け
れ
ど
、
将
来

を
見
据
え
て
、『
三
豊
市
を
守

る
』
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

自
分
た
ち
の
世
代
だ
け
で
は

な
く
、
時
代
が
変
わ
る
孫
、
ひ

孫
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
こ
の
地
に
育
ち
、
こ

の
地
に
生
か
さ
れ
、
こ
の
地
に

特
別
な
愛
情
を
感
じ
ま
す
。
好

き
な
町
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
も
の
を
絶
や
さ
ず
、
守

っ
て
い
き
た
い
で
す
。」

守
る
た
め
に
変
え
よ
う
と
し

て
い
る
誇
の
皆
さ
ん
。「
誇
」

と
い
う
名
前
に
は
「
地
域
を
誇

る
」
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

かつて仁尾で塩業の発展に貢献した塩田忠佐衛門の邸宅跡「松賀屋」。
木造 2階建ての母屋、離れ、蔵 2棟、庭園を含めた敷地面積は約 2,800㎡。
手の込んだ建築技法が施される文化的価値の高い建物です

松賀屋から出てきた数百枚の写真からは、
当時の生活がうかがえます

建坪360坪（約1,188㎡）。階段にはていねいなマツボックリの装飾、
柱や天井の板にいたるまで一流の素材が使われています

古い町並みを歩くツア
ー「仁尾なつかし味めぐり」
に参加しましたが、今まで
参加したツアーの中で一番よか
った！荘内半島から望む美しい瀬戸内海
の景色は、まるで地中海のよう。きっと
多くの人がここに住みたいと感じると思
います。歴史深い城下町の古い町並みと
瀬戸内海の美しい自然、このおもしろい
組み合わせは海外の人や市外の人へのＰ
Ｒポイントになるのではないでしょうか。
私もこのツアーでこの場所に魅せられ、
住む家を探しています。ただ住むだけで
はなくて、コミュニティの一員として地
域に貢献したいですね。

カーク・パタソンさん
（カナダ出身） C

hange01

一般社団法人 「誇
ほこり

」

特集 守守るために るために 変変えるえる

まるで地中海のよう



122014年11月広報

み
ん
な
で
思
い
出
に

つ
な
が
る
情
景
を

　
株
式
会
社
香
洋
石
油
店

　
　
　

真
鍋
貴
臣
さ
ん

荘
内
半
島
の
夕
日
や
燧ひ

う
ち
な
だ灘

、

多
島
美
の
美
し
さ
を
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
観
光
業
へ
も

事
業
展
開
を
図
り
ま
し
た
。
車

の
レ
ン
タ
ル
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
荘
内
の
風
景

を
と
て
も
気
に
入
っ
て
く
れ
ま

す
。
先
日
、観
光
の
プ
ロ
が「
リ

ピ
ー
タ
ー
で
ま
た
来
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
風
景
で
は
な
く
情

景
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
言

っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

帰
っ
て
も
風
景
と
と
も
に
思
い

出
が
蘇
る
よ
う
な
場
所
に
す
る

こ
と
が
、
も
う
一
度
足
を
運
ん

で
く
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
元
の
人
が
あ
い

さ
つ
を
し
た
り
、
声
を
か
け
た

り
す
る
こ
と
も
、
こ
こ
な
ら
で

は
の
思
い
出
に
つ
な
が
る
そ
う

で
、
私
も
実
践
し
て
い
ま
す
。

3
人
の
娘
が
い
ま
す
が
、
娘
が

大
き
く
な
っ
た
と
き
、
娘
の
世

代
や
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
三
豊

で
暮
ら
し
、
き
ち
ん
と
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
な
「
観
光
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
海
に

向
い
た
一
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
一

棟
立
て
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
他
の
事

業
者
と
組
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

打
ち
出
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　点
で
は
な
く
面
で

瀬
戸
内
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ

実
行
委
員
長　

陶
山
正
人
さ
ん

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の

コ
ー
サ
イ

公
園
を
有

効
に
使
い
、

ま
ち
の

に
ぎ
わ
い

を
つ
く
り

た
い
と
シ

ー
サ
イ
ド

マ
ル
シ
ェ

を
始
め
ま

し
た
。
市

の
産
物
、

花
、
魚
な

ど
地
元
の

良
さ
を
出

し
、
市
外

か
ら
も
集

客
を
図
っ

て
い
ま
す
。
パ
ラ
ソ
ル
セ
ッ
ト

を
自
由
に
使
い
、
そ
の
下
で
ゆ

っ
く
り
と
時
間
を
忘
れ
て
海
を

眺
め
て
い
る
人
も
い
ま
す
よ

（
笑
）。
雰
囲
気
に
ひ
た
っ
て
い

る
と
い
う
か
ね
。
風
景
や
流
れ

る
時
間
も
こ
こ
な
ら
で
は
の
も

の
。
こ
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
作

り
は
、
た
と
え
ば
今
あ
る
市
内

の
夏
祭
り
を
ま
と
め
て
発
信
し

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
と
イ
ベ
ン
ト

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
工
夫
す

る
こ
と
で
、
点
を
線
に
、
線
を

面
に
し
て
、
新
た
な
広
が
り
を

見
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

こ
の
に
ぎ
わ
い
を
広
く
発
信
し

て
い
く
こ
と
で
、
市
に
訪
れ
て

く
れ
る
き
っ
か
け
作
り
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
訪
れ
た
人
に
対

し
、
私
た
ち
の
土
地
に
根
差
し

た
生
活
や
文
化
を
目
に
見
え
る

よ
う
に
し
て
、
地
域
ら
し
い
お

も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
、「
日

常
と
違
う
」
と
感
じ
る
何
度
も

訪
れ
た
い
場
所
に
さ
せ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

今
あ
る
も
の
の

価
値
に
気
付
い
て

フ
リ
ー
ク
ラ
ウ
ド

小
前
昭
二
さ
ん

仁
尾
の
海
で
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
や
サ
ッ
プ
な
ど
、
海
の
観
光

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。
夕
日

の
美
し
さ
、
海
の
穏
や
か
さ
、

こ
の
落
ち
着
く
感
覚
は
「
非
日

常
を
今
あ
る
自
然
で
味
わ
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
私
の
探
し
求

め
て
い
た
条
件
と
ぴ
っ
た
り
合

い
ま
し
た
。
特
に
夕
日
の
美
し

さ
は
格
別
で
、
夕
方
は
本
当
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
。
夕

日
を
見
て
叫
ん
だ
り
（
笑
）、

泣
い
て
帰
っ
た
り
す
る
人
も
い

ま
す
よ
、
心
が
洗
わ
れ
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

昔
の
仁
尾
の
海
の
写
真
を
見

ま
し
た
。
風
景
の
良
さ
は
ち
っ

と
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
地

元
の
人
は
な
か
な
か
気
付
き
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
風
景
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
本
当
に
す
ご
い
こ
と
。
地
元

の
人
が
地
元
の
こ
と
を
好
き
に

な
る
こ
と
や
、
ど
れ
だ
け
す
ご

い
の
か
に
気
付
く
こ
と
も
、
人

を
呼
ぶ
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
、
仁
尾
の
海
や
風

景
が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
の
価
値
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

「
ら
し
さ
」を
生
か
し
て

志
々
島　

休
憩
所
く
す
く
す

山
地
常
安
さ
ん

最
近
大
楠
を
見
に
来
る
団
体

さ
ん
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
る
人
は
皆
さ
ん
癒
や

さ
れ
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
だ
っ
た

り
空
気
の
美
し
さ
だ
っ
た
り
。

志
々
島
ら
し
さ
を
残
す
こ
と
が
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で

「
花
の
島
」
の
復
活
に
も
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。
志
々
島
は

昔
、
花
の
島
と
言
わ
れ
て
い
て
、

除
虫
菊
や
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な
ど
、

四
季
折
々
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

よ
う
に
き
れ
い
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
そ
れ
を
ミ
ツ
バ
チ
や
ヤ
ギ

を
使
っ
た
自
然
な
方
法
で
復
活

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
。
ヤ
ギ

は
、
雑
草
を
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、
マ
ス
コ
ッ
ト
に
も
な
っ
て

大
活
躍
で
す
よ
（
笑
）。
エ
コ

バ
ッ
グ
や
、
T
シ
ャ
ツ
、
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
な
ど
を
作
っ
て
マ
ル

シ
ェ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
一

番
人
気
は
ヤ
ギ
の
マ
グ
カ
ッ
プ
。

私
た
ち
の
世
代
に

は
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん

が
（
笑
）、

ネ
コ

の
肉

球
の

ピ
ア

ス
な

ん
か
も
、

若
い
女

性
が
「
か

わ
い
い
〜
」

っ
て
言
っ
て
大

人
気
で
す
ね
。

観
光
客
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
来
る
よ
う
に
な
り
、
船
に
乗

る
人
の
待
合
場
所
を
、
島
の
人

も
お
茶
を
飲
め
る
と
こ
ろ
を
と
、

4
月
に
休
憩
所
く
す
く
す
を
オ

ー
プ
ン
。
損
得
で
は
な
く
、「
こ

う
し
た
ら
き
っ
と
喜
ば
れ
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
す
る
と
、

結
果
は
つ
い
て
く
る
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。

日
本
中
、
少
子
高
齢
化
と
言

わ
れ
る
時
代
。
地
域
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
考
え
方
を
変

え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
現
状

維
持
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
価

値
観
も
利
益
を
最
優
先
し
て
い

た
時

代
か
ら
、
今

の
若
い
人
の
中
で
は
そ
こ
に
地

域
貢
献
が
あ
る
の
か
と
い
う
よ

う
に
、
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
三
豊
で
も
30
代
の
人
は
本

当
に
い
い
感
覚
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
年
代
の
人

た
ち
の
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の

年
代
が
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
こ
こ
で
こ
れ
ま
で

一
生
懸
命
に
島
を
守
っ
て
き
た

島
の
皆
さ
ん
や
、
こ
れ
か
ら
の

世
代
を
担
う
若
い
人
の
た
め
に
、

地
域
を
活
性
さ
せ
る
こ
と
が
私

の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

C
hange02

C
hange03

C
hange05

C
hange0412

月
3
日
（
水
）

　

仁
尾
町
文
化
会
館

12
月
4
日
（
木
）

　

詫
間
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
5
日
（
金
）

　

山
本
庁
舎

時
間　

午
後
7
時
〜
9
時

▼
問
い
合
わ
せ

　

産
業
政
策
課

　

73
・
3
0
1
3

今
日
本
は
、
観
光
こ
そ
、

経
済
を
取
り
戻
す
た
め
の
、

極
め
て
重
要
な
成
長
分
野

と
し
、
観
光
立
国
の
実
現

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
方
も
同
様
。
観

光
産
業
の
仕
組
み
が
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
の
存
続
を

守
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
観
光
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
に
、

次
の
日
程
で
地
区
別
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
の
ひ
と
こ
と
が
絶
妙
の

ア
イ
デ
ア
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

市
観
光
基
本
計
画
策
定

地
区
別
懇
談
会

ゆったり過ごせるみとよ時間もイベントの魅力の一つ

あ
な
た
も
一
緒
に

三
豊
の
観
光
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

特集 守守るために るために 変変えるえる
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申し込み・問い合わせ　住宅課　 ☎73－3045

　

次
の
と
お
り
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

団
地
名　

宮
尾
団
地（
財
田
町
財
田
中
）

構
造　
　

４
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

　
　
　
　

耐
火
２
階
建
・
水
洗
ト
イ
レ

使
用
料　

月
額
４
８
，０
０
０
円

申
し
込
み
が
で
き
る
人

　

次
の
条
件
を
全
て
備
え
て
い
る
人

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

　

す
る
人

②
同
居
の
親
族
か
、
同
居
し
よ
う
と
す

　

る
親
族
が
い
る
人
（
事
実
上
婚
姻
関

　

係
に
あ
る
人
や
婚
約
者
を
含
む
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

④
市
町
村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

　

人
⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
15
万
８
，０
０

　

０
〜
48
万
７
，０
０
０
円
の
人

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

入
居
予
定
時
期　

12
月
中
旬

必
要
書
類

●
申
込
書

　

（
住
宅
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

●
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

●
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書

　

（
学
生
を
除
く
15
歳
以
上
の
人
）

　

入
居
希
望
者
は
11
月
４
日
（
火
）
〜

17
日
（
月
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
は
除
く
）
ま
で
に
、
必

要
書
類
を
住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
日
本
一
に
輝
い
た
人
や
団

体
を
「
日
本
一
名
誉
賞
」
と
し
て
表
彰

し
、
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
る
こ
と
に
よ

り
、
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内

の
職
場
や
学
校
か
ら
出
場
す
る
な
ど
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
で
、
平
成
25
年
12

月
７
日
以
降
に
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
、
全

国
規
模
の
競
技
会
や
品
評
会
で
優
勝
や

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
人
で
す
。

　

世
界
一
や
日
本
一
以
上
の
成
績
を
収

め
た
人
も
表
彰
し
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
場
合
は
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
産
業
振
興
に

功
績
の
あ
っ
た
企
業
や
個
人
を
表
彰
し

ま
す
。

対
象

　

優
れ
た
技
術
や
新
製
品
な
ど
、
地
域

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
企
業
や
個
人

応
募
方
法

　

用
紙
は
産
業
政
策
課
、
各
支
所
に
置

い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
自
薦
、

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
郵
送
ま
た
は
メ

ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

　

11
月
14
日
（
金
）
必
着

　

10
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
、
皆
さ
ん
か
ら
人
権

相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広

め
る
活
動
を
し
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

日
時　

平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
開
式

　
　
　
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

場
所　

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

平
成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま

　
　
　

れ
た
人

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
は
、
11
月

中
に
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

市
外
在
住

で
参
加
を

希
望
す
る

人
は
生
涯

学
習
課
ま

で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
　
　

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の

申
告
の
際
に
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
、

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に
、
今
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、
平
成
27

年
２
月
上
旬
に
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず

こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、
納
め
た
人
の
社
会
保
険
料
控
除
の

申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
控
除
証
明

書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
は

　
　
　

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
（
障
が
い
年
金
、
遺
族
年
金
に
は
税
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
た
め
、
受
給
者
の
う
ち
、
受
け
取
っ
て

い
る
年
金
額
が
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以

上
、
65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
の
人
に

は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
必
ず
12
月
1
日
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ

　

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　

「
年
金
の
日
」

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
、
自
分
の
年
金
記
録
や

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳

し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

う
。
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
に
受
け
取
る
年

金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま

り
ま
す
。
も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
、
各
種
控
除

が
受
け
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
以
外
に

収
入
が
あ
る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

日
時

場
所

対
象

対
象

構
造
団
地
名

使
用
料

申
し
込
み
が
で
き
る
人

入
居
予
定
時
期

必
要
書
類

応
募
方
法

応
募
期
限

受付期間　
受付時間　

▲

問い合わせ　人権課　☎73－3008

▲

問い合わせ　生涯学習課　☎62－1113

平成27年 三豊市成人式 人権擁護委員お知らせお知らせ

▲

問い合わせ　秘書課　☎73－3001

▲

申し込み・問い合わせ　産業政策課　☎73－3013

特定公共賃貸市営住宅 入居者募集

国民年金のお知らせ

町　
名

高
瀬
町

仁
尾
町

氏　

名

詫　

間　

定　

男

木　

下　
　
　

実

備
考

再　

任

再　

任

募集

募集 募集

▲

問い合わせ　　　　　　　市民課　☎73－3005　　　　
善通寺年金事務所　☎0877－62－1662

ねんきんネット　　http://www.nenkin.go.jp./n_net/

くらし

ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

無
料
年
金
相
談

●
日　

時　

11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

三
豊
市
役
所
西
館

●
持
っ
て
い
く
も
の

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
の
ほ
か
、
相
談

者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
。

代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
代
理
人

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
８
７
（
８
１
１
）
６
０
２
０



デイリー版ほっとニュースは

市ホームページで

まず、１９日に市役所前で秋の交通安全運動出発
式が行われ、三豊警察署長をはじめとする約５０人
が参加。ドライバーに反射材などの啓発グッズを手
渡しながら、交通安全を呼びかけました。
２５日には JR みの駅そばの踏切で、JR 四国主催

の踏切事故防止講習会が行われ、参加者は踏切内に
閉じ込められた時の対応などについて学びました。

また、２６日には財田支所で、財
田幼稚園と財田保育所の子どもたち
がパレードと交通キャンペーンを行
い、保護者が作った亀のお守りをド
ライバーに配って交通マナーアップ
を呼びかけました。
１０～１２月は日没が早くなって
危険の発見が遅れたり、飲酒運転
が増えるなど交通事故が多発します。
ドライバーの皆さんは、速度を落と
してしっかり安全確認を行い、ルー
ルを守って運転しましょう。

普段からの備えが大切

みんな友だちだね

再生農地のオリーブを収穫

古い町並みを満喫

正しいルールで
安全第一

災害時に役立つ技術などが体験できる「みの防
災フェスタ２０１４」が開催されました。約８０
０人の参加者は、震度６強を想定した避難訓練の
ほか、応急処置や消火器訓練など、いざというと
きに知っておくべき備えについて学びました。

ふるさとに親しみ、地域を愛する子どもに育っ
てほしいという思いから、詫間町内の３つの幼稚
園と３つの保育所の子どもたちが集まって交流し
ました。初めての試みでしたが、一緒に踊ったり
お弁当を食べたりして、違う幼稚園や保育所のお
友だちとも、すぐに仲良くなりました。

耕作放棄地を農地に再生しオリーブを栽培する仁尾
町オリーブ生産組合が、５５ａの畑のオリーブを収穫
しました。今回収穫したのは新漬け加工用のミッショ
ンという品種。１１月には採油用のオリーブも収穫す
る予定です。また、販売にも力を入れており、品評会
への出品も検討しています。

「瀬戸内国際ヨットラリー２０１４」で訪れて
いた外国人と日本人クルー２４人が、市観光協会
のミニツアー「お徒歩でいく仁尾なつかし味めぐ
り」に参加しました。ガイドと一緒にかつて港町
として栄えた古い町並みを歩いたり、天ぷらや中
華そばを味わったりして、古きよき日本の美しさ
や人の温かさを堪能しました。

9／21　下高瀬小学校21　下高瀬小学校

1010／1　コーサイ公園1　コーサイ公園

1010／15　仁尾町内15　仁尾町内

1010／5　仁尾町内5　仁尾町内

▲参加した皆さんが街頭キャンペーンを実施

▲ルールを守って安全運転してくださいね▲ルールを守って安全運転してくださいね

▲閉じ込められたらゆっくり前進して、遮断棒を持ち上げて脱出

▲青空の下、元気よくパレードする財田幼稚園、財田保育所の子どもたち

▲みとよんもお手伝いしました

みとよんの
反射材も
配ったよ

９月２１～３０日の秋の全国交通安全
運動にあわせて、市内各地で交通安全の
イベントが開催されました。



2014年11月　19 広報 18広報 2014年11月

99／11　　マリンウェーブ11　　マリンウェーブ

9／1818

1010／11　　フラワーパーク浦島11　　フラワーパーク浦島

大腸がん・肺がん検診
受 付 時 間

9:00～11:00

9:00～11:00

11月５日（水）
     ６日（木）

     ７日（金）

     10日（月）
11月17日（月）
     18日（火）
     19日（水）
     20日（木）
     21日（金）
     23日（日）

月　　日場　　所

大見公民館
13:30～14:00

13:30～14:30
三野町
保健センター

豊中町
保健センター

Information' s
くらしのおしらせみとよ

　市内の数え年１００歳以上の高齢者を市長が訪問し、長寿
をお祝いしました。今年の対象者は９８人。そのうち３４人を
訪問し、お祝いの品などを手渡しました。三野町の谷口政市
さんはとても楽しみにしていたようで、戦争の体験談などを
話してくれました。

これからもお元気で

中・四国初！足裏から体を元気に
　地域包括支援センター主催の「足裏元気プロジェクト」
が行われました。介護認定を受けていない６５歳以上の人
が対象で、参加者は１０回にわたって足の測定をしたり講
師の指導を受けたりしながら、自分の足を見直し、転倒予
防や健康な体づくりを目指します。

一面のコスモスに囲まれて
　花と浦島実行委員会主催のコスモスの花摘
みイベントが行われました。天気にも恵まれ、
市内外から訪れたたくさんの人が、花を摘ん
だり写真を撮ったりして、のんびりと秋の一日
を楽しみました。

日本赤十字社から表彰されました
　日本赤十字社の実施する赤十字社員増強運動において、累積で５０万
円以上の寄附を行った曽川歯科医院（豊中町）が金色有功章を、２０万円
以上の寄附を行った香川県農業協同組合豊中支店（豊中町）、有限会社
矢野鉄工（豊中町）、細川病院（詫間町）が銀色有功章を受章しました。
これらの寄附金は、災害救援などの人道的支援に利用されます。

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014
がん検診のお知らせ

集団検診
　下記日程で行います。受診の際には、9月に届いた白い封筒の中の書類を忘れずにお持ちくだ
さい。詳しくは同封の「ご案内」をご覧ください。

指定医療機関検診
　子宮頸がん・乳がん検診は、指定医療機関で12月末まで受診できます。受診の際には医療機関
用の受診票が必要となりますので、健康課までお問い合わせください。

　

ど
ち
ら
の
給
付
金
も
、
平
成
26
年
１
月

１
日
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

に
申
請
し
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の
人
は

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者

　

平
成
26
年
度
分
市
町
村
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
。

　

た
だ
し
、
対
象
者
を
扶
養
し
て
い
る
人

が
課
税
さ
れ
て
い
た
り
、
生
活
保
護
制
度

の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は

対
象
外
で
す
。

　

扶
養
の
範
囲
は
、
市
区
町
村
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
人
の
税
法
上
の
控
除
対
象

配
偶
者
、
配
偶
者
特
別
控
除
に
お
け
る
配

偶
者
、
扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者
で
す
。

支
給
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
５
千
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
、
障
が
い
基
礎
年
金
、

　

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者

●
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
が
い
者
手
当

　

な
ど
の
受
給
者

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

支
給
対
象
者

　

次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
人
。

①
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・
特
例

　

給
付
を
受
給
し
て
い
る
人

（
特
例
給
付
と
は
、
児
童
１
人
当
た
り
月

　

額
一
律
５
千
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
）

②
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得

　

制
限
限
度
額
未
満
の
人

対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当
・
特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童
。

　

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と

な
る
児
童
や
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護

者
に
あ
た
る
児
童
は
対
象
外
で
す
。　

支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
期
限

　

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
ま
で

　

期
限
ま
で
に
申
請
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

受
給
を
辞
退
し
た
と
み
な
し
ま
す
。

　

郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
で
す
。

窓
口
で
の
申
請
は
、
開
庁
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
福
祉
課
、

子
育
て
支
援
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項

　

市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀

行
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払

機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
給
す
る
た
め

に
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電

話
や
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
三
豊
警
察

署
（
☎
72
・
０
１
１
０
）
や
市
役
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

臨時給付金の申請は お済みですか

▲

問い合わせ　　臨時福祉給付金　　　　　　　　　　　福祉課　☎73－3015
子育て世帯臨時特例給付金　　　子育て支援課　☎73－3016
各給付金共通　厚生労働省専用ダイヤル　☎0570－037－192

で

お知らせ

支
給
対
象
者

支
給
対
象
者

集団検診

指定医療機関検診

支
給
額

支
給
額

対
象
児
童

くらし

▲日本赤十字社香川県支部から楯を贈られた曽川歯科医院（右）と
　香川県農業協同組合豊中支店

今年度のがん検診（集団検診）は11月末で終了します

　胃がん検診は予約
制のため、個人通知で
お知らせします。
　検診のキャンセルや
時間変更をする場合は、
必ず健康課までご連絡
ください。

大腸がん検診の無料クーポン券
　集団検診は11月23日まで、医療機関検診は12月31日まで利用できます。
子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン券
　医療機関検診で2月28日まで利用できます。

無料クーポン券が届いた人は、ぜひ検診を受けましょう
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99／12　　笠田小学校12　　笠田小学校

9／22　財田中小学校22　財田中小学校

農地中間管理機構のしくみ

出し手 受け手
公的な機構なら安心して
貸せるぞ。

農地がまとまって借りられた。機構
とだけ交渉すればいいから楽だ。

市が機構から委託を受け
ています。農業委員会か
農業振興課にお気軽にご
相談ください。市町

など

農地中間管理機構農地中間管理機構農地中間管理機構

将来の地域での役割や実績を踏まえて
公平・適正に選ばれます。

地域農業が良くなるよう、「人・農
地プラン」の話し合いを通じて、
みんな「機構」に預けよう。

貸
し
付
け

地域外から参入したけど、利用しや
すい農地がまとまって借りられた。

連携

借
り
受
け

Information' s
くらしのおしらせみとよ

　農作業の体験を通して、児童に先人の喜びや苦労を知っ
てもらおうと毎年行われている「田んぼアート」。財田中小学
校の５年生１３人が６月に田植えをし、浮かび上がった今年
の文字は「愛」。天候が心配されましたが、地域の皆さんの
愛のおかげで立派に実りました。

田んぼに実った地域の「愛」

かかし軍団「米命守隊」結成！
　社会科の授業で米作りについて学ぶ笠田小学校の５年
生２５人が、大切なお米を守るため、笠田松寿会の皆さん
と一緒に初めてのかかし作りに挑戦しました。完成した
かかし４体は、子どもたちが植えた学校近くの田んぼに立
てられ、稲をしっかり守ってくれました。　

第5回 市長杯宝山湖ジュニアサッカーフェスティバル結果

▲

問い合わせ　農業委員会　☎73－3046　農業振興課　☎73－3040

農地中間管理機構を活用して 農地を活かしましょう

　平成26年４月に設置された県農地機構では、農地の仲介を通じて、担い手への農地の集積や集
約化を進めており、農地の借受希望者の募集にあわせて、担い手に貸し付ける農地も募集してい
ます。
　「事情により農業ができなくなった」「相続などで農地を取得したけれど、農業をする予定は
ない」など、農地の利活用に困っている人は、農業委員会や農業振興課にご相談ください。

　

便
利
な
国
税
の
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、
事
前
に
税
務
署

に
届
出
を
し
て
お
け
ば
、
e
―

T
a
x
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し

て
電
子
申
告
な
ど
を
し
た
後
に
、
届
出
を
し

た
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振
替
に
よ
り
、
即
時

ま
た
は
指
定
し
た
期
日
に
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
電
子
納
税
の
納
付
手
段
で
す
。
税

務
署
や
金
融
機
関
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
の
納
付
が
可
能
で
す
。

　

お
済
み
で
す
か
？
消
費
税
の
届
出

　

個
人
事
業
者
で
、
新
た
に
消
費
税
の
申
告

や
納
付
が
必
要
な
人
（
課
税
事
業
者
）
と
な

る
場
合
に
は
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
（
基
準
期
間

用
）」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
分
（
基
準
期
間
）
の
課
税
売
上

高
が
１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
平

成
27
年
は
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
25
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
平
成
26
年
１

月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
課
税
売
上
高

な
ど
が
１
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
平
成

27
年
は
課
税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

　

11
月
11
日（
火
）〜
17
日（
月
）は

　
　
　
　
　
　
　

税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役

割
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

年
間
を
通
し
て
税
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
税
を
考
え
る
週
間
の
テ
ー
マ
は

「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
で
す
。
国

税
庁
の
取
り
組
み
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
た
り
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
た
情
報
発

信
も
行
い
ま
す
。

税務署からのお知らせ ▲

問い合わせ　　観音寺税務署　☎25－2191　　　　　
国税庁ホームページ　www.nta.go.jp

　

年
末
調
整
説
明
会

　

年
末
調
整
関
係
書
類
を
事
前
に
お
送
り

し
ま
す
。
説
明
会
に
は
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

11
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　

②
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

優　勝　大川ジュニアフットボールクラブ　
準優勝　笠岡中央サッカー少年団
第３位　宮西サッカースクール　
敢闘賞　観音寺グローサー
　　　　　　　ジュニアサッカースクール

6年生１位グループ

優　勝　三津浜サッカークラブ　
準優勝　仁尾フットボールクラブ
第３位　大野原フットボールクラブ

6年生２位グループ

優　勝　介良サッカースポーツ少年団　
準優勝　フットボールクラブ川之江Jr.
第３位　エルピスサッカーアカデミー

6年生４位グループ

優　勝　宮西サッカースクールJr.
準優勝　丸亀フットボールクラブ
第３位　コムレッドサッカースクール
敢闘賞　瀬戸大橋フットボールクラブ坂出

5年生1～4位グループ

優　勝　香川西フットボールクラブ
5年生5～6位グループ優　勝　上八万サッカークラブ　

準優勝　綾南ジュニアサッカークラブ

第３位　多肥サッカースポーツ少年団

6年生３位グループ

お知らせお知らせ

ダイレクト納付利用手続き
e-Taxホームページから

開始届出書をオンラインで提出

ダイレクト納付利用届出書を
書面で税務署に提出

利用者識別番号を取得

利用可能

e-Taxのメッセージボックスに
登録完了通知（約1カ月後）
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本を読むきっかけに「読書通帳」
8月か

らスタート!

　いつ、どんな本を読んだか記録に残すこと
で、読書意欲を高めてもらおうと、市内図書
館では借りた本の履歴が預金通帳のように記
入できる「読書通帳」を配付しています。
　読書の秋。本を読む楽しさが増える読書通
帳を手に、あなたの思い出に残る一冊を見つ
けてみませんか。

　読書通帳には、心の糧となった本や夢を
広げてくれた本など、ずっと記憶にとどめ
ておきたい一冊を記していけます。
　読書通帳を持って、市内にある７つの図
書館全てをクリアするのも楽しみの一つで
すよ。
　良い本に出会い、心の貯蓄を増やしてい
ってくださいね。

　使い方は簡単！読み終えた日や本のタイ
トル、感想や心に残
ったことを書い
て完成。簡単に
たくさんの知識
や感動を貯めて
いくことができま
す。

良い本に出会い
心の貯蓄を

高瀬町図書館 館長
松岡 千鶴子さん

　子どもが読む絵本をよく借りています。
通帳を使うようになって、子どもは履歴が
たまるのが喜びみたいです。
　子どもが読んだ感想を私が通帳に書いて
るんですが、読んでどう感じたかを知るこ
とができるのでいいですね。感想を聞きな
がら、自分の思いを言葉に表現できる力が
ついていってるなと感じています。

三野町
図子　芳さん
　　創太くん

　小学生になってから、図書館に本を借り
に行くようになりました。折り紙や工作の
本などを借りて帰って、家族と一緒に作っ
たりしています。
　夏休みに２つの図書館を巡ったのがとて
も楽しかったので、これから全部の図書館
に行って、いろんな本を読書通帳につけて
いきたいです。

ジャズコンサートやミュージカル
のほか、ワークショップなど盛り
だくさんの2日間。瀬戸内海国立公
園指定80周年記念パネル展も開催
します。

仁尾町
三宅　葵衣さん

利用者の声

情報

第3回 三豊発！！
さぬき軽トラ市

マリンウェーブ
フェスタ

大 坊 市

11月16日（日）午前９時～午後２時
高瀬町農村環境改善センター前

安くて新鮮な農産物をはじめ、海産物や食品、
工芸品など三豊の魅力が軽トラに満載。
今回は来場者の投票により、グランプリを
決定します。
作り手の顔が見える「さぬき軽トラ市」にぜひお越しください。

日 時

場 所

内 容

11月22日（土）～ 25日（火）　午前9時～午後7時
本門寺（三野町）

22日（土）～25日（火）　
　桐下駄や衣料品、味噌などの三野町名産品フェア
23日（日）　
　囲碁大会（三野町社会福祉センター）午前９時～
　讃岐源之丞人形浄瑠璃公演（インパルみの）午後１時～
　スタンプラリー抽選会
24日（月/振休）　バルーンショー、バザー

日 時
場 所

11月23日（日）
　　24日（月/振休）
午前10時～

マリンウェーブ

日 時

場 所

内 容
内 容

▲

問い合わせ　市農業振興センター　☎72－6810

▲

問い合わせ　マリンウェーブ
　　　　　　　☎56－5111

　　　三豊にスーパーカーが集結！
展示や同乗会のほか、働く車の展示、
キッズカートの体験会、ぬりえ大会な
ど、子どもも大人も楽しめます。

三豊ドリームカー
フェスタ2014
11月９日（日）
午前10時～午後３時30分
JＲ高瀬駅前道路および商店街

日 時

場 所

▲

問い合わせ　三野町イベント推進協議会大坊市実行委員会　☎73－6228

22日（土）～25日（火）

23日（日）

24日（月/振休）
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プレミア付き商品券　販売開始 市文化協会文化祭

▲

問い合わせ　市文化協会　 ☎56－6251

▲

問い合わせ　市商工会　 ☎72－3123

【
作
品
展
覧
会
】

日
時

　

11
月
22
日
（
土
）

　

午
前
9
時
〜

　
　
　

午
後
6
時

　

23
日
（
日
）

　

午
前
9
時
〜

　
　
　

午
後
3
時

場
所

　

豊
中
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

お
よ
び
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

【
芸
能
発
表
会
】

日
時　

12
月
7
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

　

取
扱
店
も
増
え
、
ま
す
ま
す
充
実

の
市
商
品
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
始
日　

11
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

　
　
　

※
1
億
円
販
売
時
点
で
終
了

場　

所　

市
商
工
会
各
事
務
所

内　

容　

1
セ
ッ
ト
1
0
，5
0
0
円

相
当
の
商
品
券
を
1
万
円
で
販
売
し

ま
す
。
限
度
額
は
一
人
10
万
円
で
す
。

有
効
期
限　

　

平
成
27
年
5
月
29
日
（
金
）

　

市
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
表
彰

式
と
「
イ
チ
ロ
ー
に
学
ぶ
〜
奥
村

流
！
個
々
の
能
力
の
引
き
出
し
方
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

12
月
14
日
（
日
）

表
彰
式　

午
後
1
時
30
分
〜

講
演
会　

午
後
2
時
〜
3
時
40
分

場　

所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

定　

員　

3
0
0
人
（
先
着
順
）

講　

師　

奥
村　

幸
治　

氏

　
　
　
　

プ
ロ
野
球
イ
チ
ロ
ー
選
手

　
　
　
　

の
元
専
属
打
撃
投
手

　

文
書
館
で
開
催
中
の
秋
期
企
画
展

「
三
豊
平
野
の
攻
防
〜
大
正
11
年
陸

軍
特
別
大
演
習
〜
」
で
展
示
し
て
い

る
公
文
書
な
ど
を
読
み
解
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

日　

時　

11
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場　

所　

豊
中
町
農
村
環
境

　
　
　
　
　
　
　

改
善
セ
ン
タ
ー

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
4
日
（
火
）
〜

　

冬
花
壇
の
植
え
替
え
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

土
づ
く
り
、
植
栽
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど

を
学
び
、
三
豊
の
玄
関
口
に
あ
る
ウ

ェ
ル
カ
ム
ガ
ー
デ
ン
で
一
緒
に
花
を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

12
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

三
豊
鳥
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
前　

市
ウ
ェ
ル
カ
ム

ガ
ー
デ
ン

講　

師　

G
A
R
D
E
N
S
代
表

宮
本　

里
美
さ
ん

定　

員　

10
人

持
参
物　

小
さ
い
ス
コ
ッ
プ
、
軍
手

申
し
込
み
期
限　

12
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
ま
で

日

時

場

所

定

員

講

師

日

時

日

時

開
始
日

日
時

日
時

場
所

場
所

場

所

内

容

有
効
期
限

場

所

講

師

定

員

持
参
物

申
し
込
み
期
限

場

所

定

員

申
し
込
み

▲

申し込み・問い合わせ　　　　　　　　
市青少年健全育成市民会議　☎62－1115

▲

申し込み・問い合わせ　文書館　☎63－1010

市文書館秋期企画展解説講座 青少年健全育成事業表彰式・講演会

お知らせ

▲

申し込み・問い合わせ　　
産業政策課　☎73－3013

花の好きな人  大歓迎！
ガーデニングボランティア募集

催し

催し

▲摂政宮(後の昭和天皇)
　歓迎のための提灯行列
　実施方法を記した文書

催し

山
王
山
古
墳

（
市
指
定
文
化
財

　

昭
和
45
年
11
月
3
日
指
定
）

　

山
王
山
古
墳
は
、
山
本
町

財
田
西
の
江
谷
池
の
西
に
広

が
る
山
頂
に
築
か
れ
た
古
墳

で
す
。
横
穴
式
石
室
が
南
北

に
二
つ
並
ん
で
築
か
れ
て
い

ま
す
。

　

7
月
か
ら
行
っ
た
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
古
墳

に
二
つ
の
石
室
が
築
か
れ
た

の
で
は
な
く
、
二
つ
の
円
墳
が
並

ん
で
築
か
れ
た
こ
と
が
、
そ
し
て

古
墳
の
間
は
あ
と
で
埋
め
ら
れ
、

現
在
の
よ
う
な
一
つ
の
丘
に
な
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
実
は

こ
の
山
王
山
古
墳
が
築
か
れ
た
山

は
、
中
世
に
山
城
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
そ
ら
く
中

世
に
な
っ

て
古
墳
の

間
を
埋
め

て
山
城
の

防
御
施
設

の
一
つ
に

再
利
用
さ

れ
た
可
能

性
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、

二
つ
の
古

墳
の
間
に

埋
ま
っ
て

い
た
土
に

は
、
弥
生

時
代
に
石

器
の
素
材

と
し
て
使

わ
れ
る
こ

と
が
多
い
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
数
点
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
山

頂
の
ど
こ
か
に
弥
生
時
代
の
遺
跡

も
眠
っ
て
い
る
可
能
性
が
出
て
き

ま
し
た
。

　

石
室
の
石
は
お
そ
ら
く
こ
の
山

で
と
れ
る
石
を
使
用
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
す
ぐ

近
く
に
あ
る
宗
運
寺
古
墳
の
石
室

は
川
原
石
を
積
み
上
げ
て
お
り
、

近
く
に
築
か
れ
な
が
ら
も
使
用
す

る
石
が
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
石
の
種
類
や
積
み
方
を
含
ん

だ
構
造
の
違
い
は
、
古
墳
に
眠
る

人
物
の
所
属
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

石
室
の
構
造
を
一
つ
一
つ
確
認
し

て
い
く
こ
と
で
、
当
時
の
三
豊
市

の
勢
力
図
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

▲古墳全体

▲石室内

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　
☎
62
･
1
1
1
3

そ
う
う
ん　
じ

さ
ん
の
う
さ
ん　

こ　

ふ
ん

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
品

（
標
語
・
川
柳
）
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
男

女
共
同
参
画
社
会
に
つ

い
て
の
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
標
語
と
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地
域

な
ど
の
身
の
ま
わ
り
で
「
男
だ
か
ら･･

･

」「
女
だ
か
ら･･･

」
と
い
っ
た
こ
と

で
こ
う
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
と
感
じ
た

こ
と
、
偏
見
や
平
等
、
疑
問
な
ど
自
由

に
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。（
未
発
表
で

自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
人
（
1
人
1
点
）

応
募
期
限　

12
月
12
日
（
金
）

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
、
持
参
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
支
所
に
あ

り
ま
す
（
任
意
の
用
紙
も
可
）。

①
作
品
（
標
語
ま
た
は
川
柳
）

②
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

　

性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
年
）

応
募
先　

企
画
財
政
課
ま
た
は
各
支
所

選　

考　

最
優
秀
賞
1
点
、
優
秀
賞
2

点
、
入
選
3
点
を
選
考
し
ま
す
。

　
11
月
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自衛官（特別職国家公務員）募集

 

■申■問自衛隊観音寺地域事務所
　☎25－6122

　県営住宅入居者募集
■募■集■月 12月、3月（各月1～10日頃）
■資■格①住宅に困窮している②同居

親族または同居しようとする親
族がいる③収入が所定の基準
に該当している④県税などの滞
納がない⑤暴力団員でない
その他詳細はお問い合わせく
ださい

■問県建築設計協同組合 
☎087－832－3587

精神保健相談日
【思春期相談】（要予約）
■時11月10日（月）午後2時～　
【心の健康相談】（要予約）
■時11月26日（水）午後1時45分～
■場西讃保健福祉事務所
■申■問西讃保健福祉事務所

　☎25－2052
　

ひきこもり親の会　（要予約）
■時11月14日（金）
午後１時30分～３時

■場県精神保健福祉センター
■対義務教育修了後のひきこもりの
状態にある青年期（おおむね30
歳まで）の子どもを持つ親

■申■問県ひきこもり地域支援センター
　　☎087－804－5115
全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間
■時 11月17日（月）～23日（日）
午前8時30分～午後7時
土・日曜日は午前10時～午後5時

■相■談■員人権擁護委員、高松法務局
　　職員

■相■談■電■話■番■号☎0570－070－810
■問高松法務局　☎087－815－5311
　さぬき若者サポートステーション

の出張相談
■時 11月７日（金）詫間福祉センター
11月10日（月）山本町保健センター
11月26日（水）豊中町保健センター
午前10時～午後4時

■対15歳からおおむね39歳までの人
またはその家族

■内就職支援相談、キャリアカウン
セリング

■問さぬき若者サポートステーション
☎0877－58－1080

再就職支援相談会
■時 11月18日（火）
午前10時～午後4時30分

■場高瀬町農村環境改善センター
■対現在求職中の人
■内個別相談、キャリアカウンセラー
などによる再就職支援相談

■問産業政策課　☎73－3013
　　わかもの就職応援フェアWEST
■時11月26日（水）　
午後1時30分～3時30分

■場オークラホテル丸亀
■対おおむね35歳以下の中途採用希
望者、平成27年3月大学などの
卒業予定者

■問ハローワーク観音寺　☎25－4521
　　介護のしごと　就職フェア
■時11月14日（金）
午後１時30分～3時30分

■場オークラホテル丸亀
■対介護・福祉分野で就職を希望し
ている人

■問ハローワーク観音寺　☎25－4521
　　土地の筆界（境界）に関する相談所
■時11月19日（水）
午前10時～午後4時

■場高松法務局観音寺支局
■受 11月10日（月）～17日（月）まで
（要予約）
■申■問高松法務局　☎087-851-6384

プログラムで遊ぼう
■時11月16日（日）午後1時～4時
■場香川高専詫間キャンパス
■内プログラム入門言語を使用して自
由にキャラクターを動かすなどプ
ログラミングの面白さを体験

■対中学生または小学校高学年児童
■数 10人（先着順）
■申■問香川高専詫間キャンパス
　☎83－8507

ドキドキッ!イライラ棒を作ろう

■時11月16日（日）午後1時～3時
■場香川高専詫間キャンパス
■内自分でおもちゃを作り、ものづくりの
楽しさや完成した時の感動を体験

■対中学生または小学校高学年児童
■数 12人（先着順）
■申■問香川高専詫間キャンパス
　☎83－8507

かがわ生涯スポーツフォーラム

■時11月29日（土）　午後1時～4時
■場マリンウェーブ
■内スポーツイベントづくりのための講
演、たくまシーマックスのインスト
ラクターによるスポーツ体験など

■申たくまシーマックスにある参加申
込書に記入後、FAXまたは郵送

■問県保健体育課　☎087-832-3762

　　県在宅医療連携拠点事業講演会
 「死ぬまで生きる、
　　　いきいきとしみじみと」
■時11月24日(月・振休 )
午後１時30分～３時

■場観音寺グランドホテル
■講高知県四万十市大野内科院長
小笠原　望　氏

■問三豊総合病院　☎52－3366
　三豊総合病院11月の健康教室
【食べて治して、ハッピーライフ】
■時健康教室
11月14日（金）午後2時～3時
調理実習
11月28日（金）午前10時～正午

【腎臓病教室】
■時11月20日（木）午後3時30分～5時
【夜間糖尿病教室】
■時11月13日（木）午後6時～7時
※各教室とも事前予約が必要
※調理実習、試食会は600円必要

■申■問健康管理センター　☎52－2726

ファミリー健康体力測定会

■時11月30日（日）午前9時～11時
■場高瀬 B&G海洋センター
■対市内に在住・勤務・在学している
6～79歳までの健康な人

■内握力や上体起こし、前屈などを
行って自分の体力を確認し、健康

と運動に対する関心を高め、ス
ポーツに親しむ習慣を身につける

■数 100人程度（先着順）
■持動きやすい服装、体育館シューズ、
タオル、飲み物など

■申■問生涯学習課　☎62－1113
　

三豊市ホームタウンデー
J2カマタマーレ讃岐を応援しよう!

■時11月15日（土）午後1時キックオフ
■場県立丸亀競技場
■対市内在住の人。申し込み後、当
日ゲート付近で身分証明書により
住所を確認し、無料チケットと応
援グッズを配付します。

■受11月14日（金）まで
■対■戦■相■手大分トリニータ
■数 200人程度
■注 B席のみで、A席などへの変更は
できません。幼少児および「夢パ
ス」持参の小学生はチケット不要。

■申■問生涯学習課　☎62－1113　
第1回市障がい者卓球大会

■時12月13日（土）
午前10時30分～午後4時30分

■場豊中町体育館
■対 10歳以上の障がいのある人
■料500円（保険料を含む）
■受11月13日（木）まで
■申■問かがわ総合リハビリテーション
　福祉センター☎087－867－7686

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

イベント

講座・教室

NOVEMBER
月のお知らせ11
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第1第1第1第 回

■■

募集

因幡 晃コンサートツアー2014　
～60ページ目のしおり～

クリスマスキャロル

林　里美ソプラノへのいざない

■時  12月10日（水）午後７時開演
■料  【全席指定席】5,500円　
　　ペア券9,800円
■出■演  草刈正雄　川島なお美
　　　吉田要士　ほか

■時  11月27日（木）午後７時開演
■料  一般500円　学生100円
　　（当日ロビーにて）
■出■演  林 里美、佐々木千文

みとよ獅子舞フェスティバル2014

宝くじの助成金で整備
　宝くじの助成金を受けて、山本町の西上自
治会が獅子油単と長胴太鼓を整備しました。

　市内外の獅子舞 14 組が集
結し、勇壮な舞いを披露。こ
のほか、和太鼓の演奏もあり
ます。

■時  11月13日（木）午後７時開演
■料  【全席指定席】3,000円

 一般
平成27年
１月９日（金）

 推薦
12月5日（金）

男子で中学
卒業（見込含）
17歳未満
の人

受付期限区分 資格

高等工科
学校生徒

■問総務課　☎73－3000

■問市観光協会　☎56－5880

■時11月16日（日）　12時～
■場マリンウェーブ
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日　程 医療機関名 電話番号市町名
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参加者
募集

参加者
募集

　ふれあいプラザにお　文化祭
■時11月9日（日）
午前９時～午後２時

■内子どもたちの作品展示・バザーなど
■問ふれあいプラザにお　☎82－2607
宗吉かわらの里展示館
無料開放デー
■時11月22日（土）
午前9時～午後5時
粘土工作の受付は午後3時まで　

■内入館料と干支（ひつじ）の置物の
粘土工作が無料

■数 60人（先着順、午前・午後それぞ
れ30人ずつ）

■問宗吉かわらの里展示館　
☎56－2301

Enjoy Brass in みとよ♪
吹奏楽演奏会
■時11月2日（日）午後1時30分～4時
■場マリンウェーブ
■出■演高瀬・三野津・詫間・仁尾中学校、
　高瀬・笠田高校吹奏楽部など

■問高瀬中学校　☎72－3161
みとよカップリングパーティー
～まち恋　第十二章～
■時12月7日（日）午前9時30分～
■場木きん堂（山本町）
■料男性3,000円　女性2,000円
■受11月16日（日）必着
■申まち恋ホームページ
http://www.machikoi.jp/から

■問まち恋実行委員会（豊坂）
　080－3164－2689

「いいお産の日」in 丸亀会場
■時11月9日（日）
午前10時～午後３時

■場丸亀市保健福祉センター
■対出産予定や子育て中の人、育児な

どに関心のある人
■内マタニティヨーガやもく浴体験、
ベビーマッサージなど

■問助産師　中橋　☎0877－46－1202

国際ソロプチミスト観音寺
チャリティーバザー
■時11月16日（日）
午前9時30分～午後3時30分　

■場観音寺グランドホテル
■問国際ソロプチミスト観音寺
佐々木　☎27－6397

広報音訳テープを貸し出しています
　福祉課と市社会福祉協議会本所
および各支所に広報を吹き込んだ貸
し出し用カセットテープを設置してい
ます。目が見えにくく、広報を読む
ことができない人はご連絡ください。
■問福祉課　☎73－3015
社会福祉協議会　☎63－1014

市内図書館の臨時休館
【財田町公民館図書室】
■時11月７日（金）～16日（日）
【三野町図書館】　
■時11月18日（火）～28日（金）
■問財田町公民館図書室　☎67－0108
三野町図書館　☎73－3121

香川県最低賃金は702円
　10 月 1 日から香川県の最低賃金
は、時間額 702 円です。最低賃金
は必ず確認しましょう。
■問香川労働局　☎087－811－8919
写真集「懐かしの仁尾」（仮称）
予約受付開始
　明治から昭和の仁尾町の貴重な写
真を一冊の写真集に仕上げました。
■内 A4サイズ約130ページ

カラー・モノクロ写真と解説
■料1,000円
■受11月21日（金）まで
■販■売■■時■期平成27年1月から（予定）
■申■問まちづくり推進隊仁尾
　☎82－5207

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13:30～15:30

日　程 場　　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

 6日（木）
20日（木）

12月4日（木）
11月18日（火）

福祉課　☎73－3015こころの相談

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30

日　程 場　　所時　間
山本町保健センター
高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター

7日（金）
17日（月）

12月5日（金）

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先月のお知らせ1111月の保健・相談

▲

申し込み・問い合わせ
三豊市国際交流協会　☎56－5121

9月の市内交通事故発生状況（　）内は前月比　発生件数50件（4）死者数 1人（0）負傷者数63人（－2）

国際交流
「仁尾なつかし味めぐり」

クリスマス交流会

　国際交流協会の会員になって、在
住外国人とのクリ
スマスパーティー
に参加しましょう。

　在住外国人と一緒に、
仁尾の古い町並みを
巡るツアーに参加し
ませんか。

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談
日　程 時　間 場　　所

仁尾庁舎
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
三野町保健センター
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10：00～11：00

10日（月）
11日（火）
13日（木）
14日（金）
19日（水）
20日（木）
26日（水）

健康相談 健康課　☎73－3014
高血圧・糖尿病など生活習慣病の予防、禁煙などについての相談
日　程 時　間 場　　所

詫間福祉センター
山本町保健センター
豊中町保健センター
三野町保健センター
市老人福祉センター（仁尾町）
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
高瀬町公民館

9：30～11：00

6日（木）
12日（水）
14日（金）
17日（月）
18日（火）
20日（木）
26日（水）

認知症予防と病気への理解を深めるための教室
日　程 時　間 場　　所

高瀬町農村環境改善センター
マリンウェーブ
市民交流センター
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
仁尾町文化会館
山本町保健センター

13：30～15：00

11日（火）
13日（木）
18日（火）
20日（木）
21日（金）
27日（木）
28日（金）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ
13:00～15:00
10:00～12:00
10:00～15:00

13:00～15:00

13:00～16:00
10:00～15:00

三野町社会福祉センター
財田庁舎
仁尾庁舎
高瀬町農村環境改善センター
山本庁舎
詫間福祉センター
豊中庁舎

5日（水）

10日（月）

11日（火）
12日（水）

10:00～15:00

高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター
豊中庁舎
三野町社会福祉センター
仁尾庁舎

10日（月）

12日（水）

19日（水）
20日（木）

行政相談

人権相談

総務課　☎73－3000
または各支所

人権課　☎73－3008
または各支所

10：00～11：30 上高野文化センター

高瀬町農村環境改善センター
※対象地域は高瀬町、山本町、財田町 

西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者
※毎月第3火曜日　農業制度資金相談会開催中

高瀬町農村環境改善センター
登録商標や企業・技術紹介の相談 

13：30～16：00

13:00～16：00
（要予約）

9：30～15：00
（要予約）

職業相談

農事相談

就農相談

知的財産
技術相談 産業政策課　☎73－3013

農業委員会　☎73－3046

☎62－2377

担い手育成総合支援
協議会事務局
☎62－3075

17日（月）

7日（金）

11日（火）

19日（水）
20日（木）
21日（金）

※休日当番医は、都合により変更になることがあります休日当番医 ※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　

多田医院
かもだ内科クリニック
　曽川歯科医院
石井医院
河田病院
そがわ医院
宮崎内科医院
　豊永歯科クリニック
西香川病院
もりの木おおにしクリニック
　おおした歯科医院
山地外科医院
おざきこどもクリニック
　パール歯科クリニック
橋本病院
久保外科整形外科医院
藤田脳神経外科医院
香川井下病院
　篠丸歯科医院

詫間町
観音寺市
豊中町
高瀬町
観音寺市
豊中町
観音寺市
観音寺市
高瀬町
観音寺市
詫間町
三野町
観音寺市
観音寺市
山本町
観音寺市
高瀬町
観音寺市
高瀬町

83－2121
23－4976
62－2002
73－6100
25－3668
62－2357
25－1280
25－9664
72－5121
25－3291
83－7106
72－2577
24－6789
25－8025
63－3311
25－5515
72－1135
52－2215
72－3788

香香川香川香川香川県県
1

「い「い「いいいいい
■■

広広報広報広報広報音音
福

市内市内市内市内市内図図
財財田

宗吉宗吉宗吉宗吉宗吉かか
無料無料無料無料開開

EEnEnEnnjoojoj y
吹奏吹奏吹奏吹奏吹奏楽楽

みとみとみとみとみとよよ
～ま～まま～ままちち

国際国際国際国際際ソソソ
チチャチャチャリリリテ

写真写真写真写真真集集集
予予約予約予約約受受受

ふれふれれふれふ あ
■■■■■

（9月受付分）心温まる贈りもの
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただ
きました。厚くお礼申し上げます。（敬称略・順不同）

その他

■時11月15日（土）　
午前10時20分～午後４時

■場仁尾町文化会館
■内揚げパンや天ぷらなどのなつかし
味巡り、うどん作り、和太鼓体験

■料1,500円（食事・ガイド料含む）
■数 50人（先着順・完全予約制）
■受11月12日（水）まで

■時12月14日（日）　
午後６時30分～９時

■場マリンウェーブ
■内バイキング料理、交流会、コン
サート、クイズ大会など

■料会員2,000円
一般3,000円（年会費込み）

■受12月11日（木）まで（要予約）

高瀬町体育館へ

社会福祉協議会へ

地域包括支援センター　☎73－3017遊ビリテーション

日　程 時　間 場　　所
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
10：00～11：30

6日（木）

10日（月）

11日（火）

19日（水）

21日（金）
25日（火）

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
高瀬町農村環境改善センター
仁尾町文化会館
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター
三野町保健センター
二ノ宮地区農業構造改善センター

誰でも参加できる転倒予防のための体操教室

高瀬クラブ（卓球部）

税務課からのお知らせ

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

国 民 健 康 保 険 税（普通徴収）（第5期分）
介　護　保　険　料（普通徴収）（第5期分）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）（第5期分）

12月１日（月）口座振替日および納期限
の納付月です。

11月は、

☆納期限内に納めましょう。

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

■督促手数料■　地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は、｢納期限
後20日以内に督促状を発しなければならない」ことになっています。市では、このこ
とを受けて督促状を発送し、条例により督促手数料を徴収することと定めています。

2日（日）

3日（月）

9日（日）

16日（日）

23日（日）

24日（月）

30日（日）

山本町

山本町

豊田　兵造

香川　武善

詫間町森　　英昭



ここ み笑 通信え子育てするなら三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よ
★11月のお知らせ★

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

子育て情報満載!!

9 月生まれの
赤ちゃん

27人

はじ
めまして

（男の子12人
女の子15人）

ふぉとぎゃらりぃ 11月
生まれ

❶
❷
❸
❹

白
しらかわ

川　咲
さな

花ちゃん
2013年11月25日
博和・香（山本町）
1歳おめでとう!
笑顔いっぱい元気で
優しい女の子に育っ
てね♡

❶
❷
❸
❹

香
かがわ

川　結
ゆあ

愛ちゃん
2013年11月14日
龍也・めぐみ（高瀬町）
ゆあがいて毎日幸せ
だよ♡元気で素直な
可愛い子に育ってね
♡♩

❶
❷
❸
❹

大
おおみや

宮愛
あゆり

百合ちゃん
2013年11月20日
学・千尋（豊中町）
みんなにたくさん
の愛をもらって誰
からも愛される子
になってネ

❶
❷
❸
❹

吉
よしだ

田　壮
そうた

汰ちゃん
2013年11月18日
直樹・麻有実（詫間町）
お誕生日おめでとう!
壮汰のニコニコ笑顔、
みんな大好きだよ。

❶
❷
❸
❹

大
おおもり

森　瑠
るの

音ちゃん
2013年11月20日
崇徳・優香（詫間町）
元気いっぱい!食べ
るの大好き♡
煌 音 に い ち ゃ ん と
仲良くね♡

❶
❷
❸
❹

大
おおがい

開　拓
たくみ

海ちゃん
2013年11月6日
俊文・幸子（詫間町）
たっくんの笑顔、み
んな大好き♡
姉ちゃんと仲良く元
気に育ってね。

❶
❷
❸
❹

森
もり

　咲
さゆみ

結ちゃん
2013年11月5日
昭登・知佐子（豊中町）
ニコニコ笑顔がかわ
いいさゆちゃん♡
大好きだよ!

❶
❷
❸
❹

香
かがわ

川　龍
りゅうせい

星ちゃん
2013年11月15日
龍二・早由合（詫間町）
お誕生日おめでとう。
元気にすくすく育っ
てね。

❶おなまえ❷生年月日❸両親の名前（町名）❹メッセージ

市内在住で、満1歳の誕生日
を迎える愛どるを募集してい
ます。1月生まれで掲載を希
望 す る 人 は11月10日(月)
～28日(金)の期間に市ホー
ムページから申請書をダウン
ロードし、必要事項を記載の
上、写真（データ可）を添えて 、
秘書課まで持参してください。▲

申し込み・問い合わせ
 秘書課　☎73−3001

愛どる募集

※このコーナーの個人情報を営業
目的等に利用することを禁じます。

1月生まれの

対象 日程 受付時間 場所
４カ月児健診

（平成26年7月生まれ）
11日（火）

13：30
～

13：50

三野町
保健センター

18日（火）
1歳6カ月児健診

（平成25年4月生まれ）
12日（水）
26日（水）

3歳児健診
（平成23年4月生まれ）

13日（木）
27日（木）

対象 日程・時間 場所
18歳未満の子どもと
その保護者

（希望者は25日までに電話でお
申し込みください）

 26日（水）
13：30～16：00 市役所3階

乳幼児健診

◎乳幼児健診は子どもの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

◎県の専門員が相談に応じます。◎保護者のみの相談も可能です。

児童相談

対象 日程・時間 場所
1歳 未 満 の 子 ど も を 
持つ家族

（希望者は7日までに電話でお
申し込みください）

14日（金）
10：30～11：30

三野町
保健センター

離乳食講習会

◎託児あり（申し込み必要）

対象 日程 受付時間
（開始時間） 場所

平成26年1月生まれ
11日（火） 13：00〜

13：10
（13：15）

三野町
保健センター18日（火）

10カ月児相談

対象 日程・時間 場所
16週以降の妊婦と家族

（希望者は17日～28日までに 
電話でお申し込みください）

30日（日）
9：30～11：45

三野町
保健センター

パパママ教室

●出産や育児のことで悩んでいたら
子どもが言うことを聞かない、行動が気に入らない、
家族が育児に協力してくれない…

●虐待かもしれないと気付いたら
子どもの泣き声をよく聞く、不自然な傷やけがが多い、
長時間幼い子どもたちだけで残されている…
すぐに連絡・相談してください。あなたの一報
が子どもだけでなく、保護者も救います。

一人で抱え込まずに、誰かに相談しましょう。

虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときや、出
産や子育てに悩んだときは、市役所の相談窓口や児童
相談所にご相談ください。

※緊急の場合は、時間外や土日・祝日でもご相談ください。
☎0877-24-3173  （平日8：30～17：15）

☎73-3665  （平日8：30～17：15）

西部子ども相談センター（児童相談所）

市相談ダイヤル（市子育て支援課）

11月は
児童虐待防止推進月間です

～ ためらわず  知らせてつなぐ  命の輪 ～

新しい水痘予防接種の予診票を
使いましょう

ウィズの会
<発達障がい児（者）の保護者のつどい>

保育士・看護師を募集します

10 月から始まった水痘定期予防接種を受ける際
に は、10 月 以 降 に 郵
送している『水痘（定
期）予防接種予診票』
をご使用ください。9
月 ま で 使 用 し て い た

『水痘予防接種予診票
（法定外予防接種）』は
使用できませんので、
ご注意ください。

市内保育所で勤務できる保育士・看護師を若干名
募集しています。それぞれ資格や免許が必要です。
詳しくは子育て支援課までお問い合わせください。

日　時　11 月 13 日（木）10:00 ～ 12:00
場　所　西讃保健福祉事務所
対　象　発達面で気になる子どもを持つ保護者など
内　容　情報交換など
講　師　香川短期大学講師　臨床心理士 常田美穂氏▲

申し込み・問い合わせ
西讃保健福祉事務所　☎ 25 − 2052

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎ 73 − 3016

「水痘（定期）予防接種予診票」と
記載されているか、確認してください

子育てホームヘルプ事業
ママになる人、ママになった人へ
市では、産前（2カ月）・産後（6カ月）の時期に援助
が必要な家庭を対象に、子育てホームヘルパーを派遣し、
お母さんのココロとカラダの負担を軽くして、赤ちゃんの
健やかな成長を支援しています。
希望する人は、子育て支援課またはファミリー・サポー
ト・センターでまずは利用者登録をしてください。

対　象
市内に在住し、出産予定日 2カ月前から
産後 6カ月以内であり、家族から育児や
家事の支援を受けられない人

サービス内容
・	 もく浴介助や授乳、おむつ交換など
育児に関する支援、相談・助言

・	 調理・後片付け、洗濯など家事に関
する支援

利用料金など
・	 最初の 1時間 300 円、追加 30分ごとに 150 円
・	 月に 5回まで、1日につき 3時間以内（8：00〜 18：00）
・	 子育て応援サービス券が使えます（産後に限る）

ココロを穏やかにする
お手伝いを
ヘルパーは、保育士や看
護師などの資格を持った人
や研修を受けた人たちです。
産前・産後は子育てへの
不安が特に増す時期です。
私たちは、育児や家事だけ
でなく、子育ての不安や悩
みなども聞き、親の不安を
取り除いてココロを穏やか
にするお手伝いをしていき
ます。

ヘルパー
森 恵美子さん

産前・産後はこれで安心☆

相談した
い… 家事

助言をもらいたい…育児
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「
高
瀬
大
坊
と
い
う
名
前
は
、
近

く
に
大
坊
さ
ん
が
あ
っ
た
か
ら
つ
け

ら
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

駅
の
近
く
に
住
む
嶋
田
義
久
さ
ん

（
74
）
は
、
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
駅
が
で
き
た
と
き
、
私
は
ま
だ

子
ど
も
で
し
た
。
最
初
は
ホ
ー
ム
も

２
両
で
い
っ
ぱ
い
の
短
い
も
の
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
地
元
が
駅
舎
を
建

築
し
た
り
ホ
ー
ム
を
延
長
し
た
り
し

た
そ
う
で
す
。
駅
の
設
置
の
た
め
に

当
時
の
下
高
瀬
商
工
会
の
皆
さ
ん
が

署
名
運
動
な
ど
を
し
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

昔
は
こ
の
駅
で
降
り
た
人
が
『
高

瀬
や
と
思
っ
て
降
り
た
け
ど
、
こ
こ

は
ど
こ
や
ろ
か
？
』
と
い
う
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
し
た
。
次
の
汽
車
ま
で

３
、
４
時
間
待
つ
な
ら
、
歩
い
た
ほ

う
が
早
い
っ
て
、
歩
い
て
高
瀬
に
行

く
人
も
い
ま
し
た
よ
。
今
か
ら
20
年

前
、
三
野
津
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
『
三
野
町
な
の
に
、
な
ん
で
高

瀬
大
坊
駅
？
』
と
い
う
声
が
あ
が
っ

て
、
今
の
『
み
の
駅
』
と
い
う
名
前

に
変
わ
り
ま
し
た
。
タ
レ
ン
ト
の
み

の
も
ん
た
さ
ん
も
来
た
か
ら
、
当
時

の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
た
人
も
多
い

で
し
ょ
う
ね
。

私
自
身
、
駅
を
利
用
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
朝
６
時
９
分
の
汽
笛
で
目
が
覚

め
た
り
、
夜
中
に
貨
物
列
車
が
通
る

と
『
も
う
２
時
や
な
』
と
か
。
た
ま

に
親
戚
の
人
が
泊
ま
り
に
来
る
と
、

う
る
さ
く
て
寝
ら
れ
ん
と
言
う
け
れ

ど
、
住
ん
で
い
る
人
に
は
時
計
代
わ

り
で
す
。

私
の
一
番
の
駅
の
思
い
出
は
、
今

か
ら
50
年
前
の
昭
和
38
年
11
月
、
全

国
青
年
大
会
に
陸
上
の
選
手
と
し
て

出
場
し
た
と
き
、
当
時
の
町
長
や
議

長
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
万
歳
を
し
て

見
送
り
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

あ
の
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
」

「
想
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
」

このコーナーは、文書館に保存している古い写真を皆さんに紹介します。

高瀬大坊駅は、昭和25（1950）年に大坊市の期間中に、列車が臨時停
車する仮駅としてスタートする。高瀬大坊駅は地元の強い要望に
よって開設された駅で、当初は駅舎やホームの建築を地元が行って
いた。昭和36（1961）年には高瀬大坊駅の開通式が行われた。平成６
（1994）年に｢みの｣駅に改名する。

高瀬大坊駅（現みの駅）
昭和38（1963）年頃

三野町

懐かしの1枚
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人
を
呼
ぶ
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
、

三
豊
を
見
直
し
、
今
あ
る
も
の

の
魅
力
を
新
し
い
視
点
で
引
き
出
し

て
い
る
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
お
会

い
し
ま
し
た
。
変
わ
ろ
う
、
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
口
を
そ
ろ

え
て
言
う
言
葉
は
、「
何
十
年
後
か
の

三
豊
市
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た

め
」。
変
わ
る
こ
と
に
、
誰
よ
り
悩
み

な
が
ら
も
挑
戦
す
る
姿
は
、
三
豊
を

誰
よ
り
も
愛
し
、
守
ろ
う
と
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
る
姿
で
し
た
。
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